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熊野古道 

  

熊野古道を昨年、今年と歩いてきました。 

熊野古道は京都から熊野大社をめぐる紀伊半島全体にめぐらされている古道です。 

熊野古道は世界遺産に認定されています。 

 

昨年は子雲取、大雲取という熊野那智大社～熊野本宮大社まで二泊三日の山行でした。 

二泊目は元小学校が青年の家になっており熊野古道の途中にあり便利でした。 

途中で出会う方は日本人にはほとんど会わず欧米人がほとんどでした。 

宿でも我々以外はアメリカの年配ご夫婦２組だけでした。 

宿は小学校跡なので手洗い場が子供用ですので懐かしさを感じました。 

 

今年は和歌山県田辺市滝尻王子から熊野本宮大社に至る中辺路二泊三日の旅です。 

熊野九十九王子とは京都から熊野三山に至るまでの途次、難行苦行の信仰の道をつなぐために設け

られた神社です。 

神社といってもほとんどのところは石碑だけでした。 

昨年と違って今年の行程は長いので宿舎は二泊とも同じ宿で前日のゴールまで朝バスで送迎しそこ

から歩き出すという旅です。 

二日目は３３０００歩という自分にとって最高歩数になりました。 

昨年と同様途中出会う方たちは欧米系の方たちばかりでした。 

宿の方に聞きますと一年前で予約が埋まってしまうそうです。 

宿の方も感じが良くいい民宿でした。 

食事も工夫されており二泊目の朝食はパン食でした。 

梅干しがおいしくさすが紀州と思いました 

４月の始めでしたので桜のきれいなところも各所見受けられました。 

途中の山道はほとんどが杉林で戦後植林されたのではないかと思われました。 

古道に沿って林道が走っており すぎの切り出しも行われていました。 

昔の面影は所々に残っているだけでした。 

山道は古道の感じは感じられました。 

 

あと残りは高野山から熊野本宮大社に至る子辺路というコースが残っておりいつか行きたいと思って

おります。 

                      橋本   

  



１．１０月運営会以降の活動実績 

１０月２０日（土） １１名 区民祭り向け竹細工加工、クヌギ除伐（手切り）、木酢液蒸留、新ドラム缶窯 

第二次改修、午後/運営会 

１０月２１日（日）  ６名 友の会設立３０周年記念講演会（於、研修室 ９時３０分～） 

１０月２４日（水） １２名 ドラム缶窯横アカメカシワ傾斜枝除伐、竹細工加工、木酢液蒸留 

１０月２５日（木）  １名 栄区役所区政推進課宛 完成竹細工の納入  

１０月２７日（土）  ７名 炭小屋整理/道具整備、ZFC通信印刷/発送、蒸留装置修繕、木工加工 

                 食器置き場修理 

１０月３１日（水) １１名 竹酢液蒸留、新ドラム缶窯第二次改修、刈り払い機/チェンソー整備、雑木材焼却、 

木工 

１１月０３日（土） １１名 栄区民祭り友の会ブースへの助勢２名、池ノ上クヌギ伐倒４本、木工、新ドラム缶窯

第二次改修 

１１月０７日（水） １１名 新ドラム缶窯第二次改修（前面レンガ基礎作り）、製材（ケヤキ短材）、木工 

１１月１０日（土） １５名 クヌギ林除草（刈り払い機使用）、新ドラム缶窯第二次改修、木工、竹酢液 

ボトル詰め、保全管理フォローアップ参加３名 

１１月１４日（水） １０名 新ドラム缶窯第二次改修（前面れんが積み） ＳＦ準備木工 テーブルソー                

修理 雑木材焼却  

 

 

２．連絡、確認、提案 

（１）友の会３０周年記念講演会報告（関根さん） 

  全参加者 ８８名（友の会 ３８名 一般 ３９名） 来賓９名（栄区長、環境創造局部長他） 

  講演タイトル 円海山緑地成立にかかわる自然史 都立大名誉教授 町田洋氏） 

     三浦半島の植物相の特色とその変遷（元横須賀市自然・人文博物館学芸員 大森雄治氏） 

（２）栄区民祭り参加の感想 （池澤さん、片岡さん） 

  スタッフ ＺＦＣ２名 友の会２名 ﾚﾝｼﾞｬｰ２名 

  盛況な区民祭りで、他県からも参加（４県）があり、人気のブースには早くから並んでいたとのこと 

  木工品のブースはプロ並みの素晴らしいものを作り、販売していた 

  竹細工コーナーではＺＦＣからも出品あり 

（３）新ドラム缶窯二次改修作業の状況説明 （池澤さん or工藤さん） 

  前面の煉瓦積みは終了 あとは前の土の部分を深く掘って耐火煉瓦を敷く 

  耐火煉瓦は炭小屋内あるいはセンターのものを調達する予定 順調に進んでいる 

（４）森ボラ対応（１２月１６日） 

    森ボラ応募者以外にたたら製鉄参加者も出席の予定 ６名から１０名になる 

    間伐スタッフ 星隈さん 関根さん  小島   藤原さん 吉田さん 

    間伐はくぬぎ林か管理７区で行う予定 

（５）チルホール修理 ｏｒ 新規購入（片岡さん） 

    チルホールの穴にワイヤが通らない 修理するよりも新規購入した方が安いのでは  

    ということで新規購入する予定 約２万 長谷川に相談する 

（６）ＺＦＣ忘年会及び友の会望年会 

    ZFC忘年会  １２月１５日（土） ４：００かｔら 焼き肉店（キング）にて実施 

     会費２５００円で不足分は会より補助  

   友の会望年会対応（吉田さん） 

     例年通りに実施 実施内容について吉田さんより説明 

（７）その他 

   くず鉄などの廃棄物を処理したい 年末にまとめて行うのではなく 

   毎月処理しているのでその時に出してほしいとのこと（センターより） 毎月第４金曜 

 

  



３．１１下旬、１２月 活動予定 

１１月１７日（土） 下草刈り（クヌギ林）、製材（ケヤキ短材）、午後/運営会 

１１月１８日（日） 友の会/定例会・理事会 

１１月２１日（水） 炭小屋作業/ 当日決定、ＳＦ準備 

１１月２４日（土） 下草刈り（池の上林）、製材 ZFC通信印刷/発送、 

午後/勉強会（伐倒手順/安全対策） 

１１月２８日（水） 炭小屋作業/ 当日決定、ＳＦ準備 

１２月０１日（土） 下草刈り（池の上林） 伐倒材の玉切り ホダ木に使用 

１２月０５日（水） 炭小屋作業/ 当日決定、ＳＦ準備 

１２月０８日(土)  伐倒（クヌギ林/ホダ木用）、製材（ケヤキ短材） 

１２月１２日（水） 炭小屋作業/ 当日決定、ＳＦ準備 

１２月１５日（土） 伐倒（炭小屋裏）、炭小屋整理/清掃、しめ縄作り、望年会（１６：００～１８：００） 

１２月１６日（日） 森を守るボランティア体験担当（伐倒）、 

１２月１９日（水） 炭小屋作業/ 当日決定、ＳＦ準備、 

１２月２２日（土） センター/友の会望年会、ZFC通信印刷/発送、ＺＦＣ年内活動最終日 

 

－ 以 上 － 


